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～研究の経過～

Ｈ２１ 旧湖北町・旧虎姫町の６校・１園が文部科学省の研究指定を

受ける

Ｈ２２ 市内すべての小中学校が文部科学省の研究指定を受け、学校

運営協議会推進委員会を設置し、先進地視察を実施

Ｈ２３ Ｈ２１から研究指定をうけていた６校・１園に学校運営協議

会を設置

Ｈ２４ 市内すべての小中学校に学校運営協議会を設置

Ｈ２４ 文部科学省指定研究【湯田小学校】（Ｈ２５継続）

研究テーマ

「地域とともにある学校づくり」を推進する学校組織運営の構築

Ｈ２５ 文部科学省指定研究【神照小学校】

研究テーマ

「地域に根ざした地域とともにある学校づくり」を推進する

マネジメントのあり方



長浜市立学校等における学校運営協議会の設置

平成２３年２月２２日教育委員会規則第２号

◎長浜市立学校等における学校運営協議会の設置
等に関する規則

平成２４年度より

◎市内すべての小中学校と１園をコミュニティ・
スクールに指定し学校運営協議会を設置

■地域・家庭・学校がともに手を携え、より良い学校をめざすとともに、学
校を核とした地域づくりを推進する
■地域の力を学校経営の中に取り入れ、子どもを家庭・地域と共同で育てる



長浜市の学校運営協議会

★主な役割★

○学校長が作成する学校運営の方針・

学校ビジョンについて協議する

○その達成に向けての学校運営や教育

活動について協議する

○実際の学校運営や教育活動について

評価を行い改善に向けて協議する



☆具体的な活動内容☆

① 地域の「目指す子ども像」を話し合い、共通理解を図る。

② 地域（中学校区）の課題を明らかにし、地域の特色を生かした活動支援を推進して、

特色ある学校づくりを図る。

③ 地域住民や保護者が参画しやすいボランティアの組織化を図り、地域住民や保護者の

潜在的な力を、地域・学校の特色が出る活動、課題解決を図る活動に生かしていく。

④ 支援組織や支援活動の充実のため、地域支援コーディネーターの役割を担う人材の育成。

⑤ 教職員の、学校運営協議会に対する理解を深め、積極的に協働して課題解決を図ろうと

する意識を高める。

⑥ 学校運営協議会代表者会を開催し、各校の取組等の情報交換を行って市全体の活動の充

実を図る。

⑦ 学校関係者評価などによる各校の活動の検証や、評価活動の充実を図り、学校運営の改

善に生かす。

※学校支援活動に重点を置くため、学校運営協議会の組織下に「学校支援部会」等を組織し、

学校支援ボランティアを通じて、学校のニーズに応じた課題解決ができる仕組みもある。

※具体的には、補充学習、実験・実習の補助、読書活動推進などの「学習支援」、地域学習、

郷土学習、学区探検などの「伝統文化学習支援」、部活動指導補助などの「部活動支援」

等、様々な活動で学校支援ボランティアが活躍している。













事務職員による具体的な役割と業務

学校と地域をつなぐコーディネーター機能
・学校運営協議会の連絡・調整
・学校評価システムの構築と活用
・学校支援推進部の組織づくりと活動支援
・ボランティアスタッフデータベースの構築と活用
・ボランティア活動による学校支援コーディネート体制の構築

教員が子どもに向き合う時間の確保のための事務機能の強化
・ICTの活用による事務の効率化（各種支援システムの整備）
・教育機器の効果的な活用の推進
・各種情報の一元管理とフォーマット化
・グループウェア導入による会議の精選と共有化
・学級会計等のシステム化と効率化

共同実施による学校経営の支援
・効率化と事務機能の強化
・学校の活性化と自主性・自律性の確立
・地域との連携（ボランティアデータベース）

学校情報の適切な提供
・webによる提供
・自治会掲示板活用による情報提供
・協議会だより等の発行

①

②③
④





長浜市立湯田小学校の学校運営協議会組織について

企画委員会

学校運営協議会

・学校運営の基本方針を承認
・教育活動などについて意見
・保護者や地域の意見
を学校運営に反映

・学校支援ボランティアの組織
化と運用

役割
・教育計画の承認
・学校評価の検証
・意見の収集
・課題の整理

役割
・学習環境の整備
・ボランティアの組織と拡大
・意見の収集
・授業支援

委員１０名・校長・教頭・教務・事務職員

委員６名・教頭・教務・事務職員

熟議

熟議

学校団体等

湯田小PTA・地域作り協議会・各種ボランティア組織

・連携と協働

課題の共有と具体的方策を構築



PTAの東北支援事業 トナー回収 実質金額４０，８２０円（８１６４個）
募金 両日あわせて ５４，９１４円 メッセージブックの作成

















「地域の力を学校へ、学校の力を地域へ」









学校事務の共同実施とは・・・

・学校の教育力の向上を目指すため
の手段です。

学校（すべての教職員）・教育委員会・地域が
つながり、かかわりあうことで教育活動の充
実と児童・生徒の豊かな育ちを支援します。

学校事務職員が組織内のトータルプロデュー
サーとして学校運営に参画し、学校事務を組
織的に業務を進めることで、よりスムーズで
質の高い事務を提供することができます。







職員が出先からでも情報発信できるようにし
ています。

６年生 修学旅行 ↑
５年生 びわ湖フローティングスクール →

ブログでの情報提供

学校情報の速やかな提供







より引用しています

学校運営協議会の
マネジメントサイクル

教育計画の承認

学校評価の検討

運営協議会の役割は、計画の承認と評価の検討

実行部隊としての動きを入れると運営が続きにくい



より引用しています

学校支援組織の
マネジメントサイクル

多くの場合、Doにしか関わっていないため、様々な運営に
対して満足感や成就感を得ることが少ないため持続するこ
とが困難になってくる。

現状
ここに関わることで
完了している



より引用しています

企画・立案から学校運協議会に委ねる事業の仕組みを
考え、反省から次の展開に関係者とともに考えていくこと
が重要。このような業務に学校事務職員のマネジメントが
活かされると考える。

今後
ここから関わること
ができる仕組みを

次に向けての取組み 反省と評価

計画にそった実行

学校支援組織の
マネジメントサイクル



今年度の取組み（事業関係）

保護者のためのガイドブック
改訂版発行

企画・立案から保護者や地域の人に関わってもらうこ
とにより、より身近なガイドブックへシフトしていきたい。



○地域の安全・安心の核となるコミュニティ・スクールの
在り方・役割

○小中連携を視野にいれたコミュニティ・スクールの在
り方（地域連携協議会の運営）

○学校と地域をつなぐコーディネート機能の強化
（学校事務職員によるマネジメント）

○保護者・地域への情報発信力強化のための工夫（メ
ールマガジンの発行）

本校のこれからの取組み（再考を含む）


